
👉2020年、本大会長の阪井らのグループが世界で初めて
実際のヒト唾液腺（導管上皮）にACE2タンパクを確認し、
COVID-19 Informationとして
国際的に評価され、OSIに掲載後、
PubMed Central® (PMC) から
OSI初のOpen Accessとして

無料配信されている。

また、ヒトの遺伝子データベースから「口腔」での存在が示唆されており、
口腔領域の感染が「飛沫感染」の原因だと想像されていた。

【参考文献】
Brief communication: Immunohistochemical detection of ACE2 in human salivary gland.
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コントロール
小唾液腺の導管上皮に茶色に染まったACE２を確認。
（写真は懇意にして頂いている阪井先生のご厚意よる）

新たな感染症を踏まえた歯科診療ガイドラインより
（日本歯科医師会、令和2年8月）

コロナウイルス（SARS-CoV-2）は宿主の細胞表面に発現しているアンギオテンシン変換酵素Ⅱ
（ACE2）を認識して感染する。ヒトにおいてACE2は「肺」だけでなく、消化管、腎臓、心臓、
血管を含め全身に幅広くあるされてきた。

ACE2
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SARS-CoV-2の
スパイク蛋白

参考1. COVID-19の受容体タンパク質＝ACE２について



（新型コロナウイスルの感染症 病原体検査の指針（第3.1版）： 厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部, 2021年3月3日, p.9より）

脱水で唾液が出ない、飲食/歯磨き/うがい直後などは検出に影響の可能性あり

明確な基準はないが

👉飲食後歯磨きを行い、（最低10分以上）できれば30分ほど空けることが望ましい。

■厚生労働省

参考1. 唾液検体採取は、飲食後歯磨きして「30分空ける」

https://www.mhlw.go.jp/content/000747986.pdf
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https://www.nichigakushi.or.jp/news/pdf/corona_yobou.pdf（日本学校歯科医会 2020/4/13「歯科医療機関での新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）感染予防」より）

https://www.jda.or.jp/dentist/coronavirus/upd/file/20200811_coronavirus_shikashinryoushishin.pdf （日本歯科医師会 2020/8/11「新たな感染症を踏まえた歯科診療の指針」より）

参考2. 患者さんは診療前に「うがいスベシ！」

■日本歯科医会

■日本学校歯科医会

https://www.nichigakushi.or.jp/news/pdf/corona_yobou.pdf

